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わい性台木利用リンゴ樹の土壌型別施肥反応
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1　は　じ　め　に

山形県におけるわい性台リンゴ園の施肥基準は．これま

で土壌の肥沃度，有効上岡の厚さから毒素施用星を2水準

に設定していた。

しかし，普通台木と比較しわい性台リンゴ樹では根域が

浅く，着果過多による樹体表弱の程度が十壌タイプにより

異なることが指摘され土壌タイプを考慮した施肥基準の策

定が求められていた。

史に．土壌タイプの違いにより着色不良など果実品質に

問題のある園が散見され，1985年から3か印にわたって行っ

た現地調査では．施肥の不適正に起因すると思われる品質

の低下が明らかとなった。

そこで1987年から3か年間，l川杉県内のリンゴ栽培地の

4つの土壌型について，地域の慣行施肥砲を其準に増・減

施肥区を設定して検討を行った。なお山形県のリンゴ施肥

基準では，原則として全量を秋期に施用するよう指導して

おり，本試験では秋期施肥軌こついて．特に品質との関係

を重点に検討したので概要を報告する。

2　試　験　方　法
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（3）供試樹　ふじ／M26台10～11年生

（4）戯栴距離　条間4mx樹問2m

（5）調査方法

（1）調査年次：1987～1989年

（2）果実品質：l川巾句に各樹15個を収穫，調査した。

果実等級は山形県＃果物出荷基準に準じた。

3　試験結果及び考察

（1）各十壌剰こおける生育及び果実品質の特徴，問題点

本試験及び前段の調査（前記の現地調杢）により，果実

占占質について次のように土壌型（園）ごとの問題点を摘机

した。

①表層腐植質黒ポク上は品質は比較的良好で食味良く．

悶題は少ない。

②tい粗粒灰色台地‡二は茜色が劣り，糖度が低い傾仙こあっ

た。

③礫質灰色低地七は，．＼占質は安定しており，問題は比較

的少ない。

④細粍灰色低地卜は石色が劣り地色の抜けが悪く，特使

が低い傾向にあった。

表1　黒美．1〟托（19Hがl二，鰭肥m川メ）

Nn
平均 果 垂　 児 色 ＊ 地 色 ＊　 糖度　 酸 度

（g ）　　　　　　　　 （B r ix O）（％）

小 36 2　　　 4．5　　 4．8　　 13．8　 0．4 6

㊥ 3 1 6　　　 3．6　　 3．5　　 12．4　 0．34

ゆ 3 1 1　　　 4．7　　 4 ．0　　 13．6　 0．3 6

ゆ 3 3 5　　　 3．5　　 3 ．7　　 13．1　 0．4 3

＊：カラーチャート柄

（2）施肥寅と土壌の反応及び果実の葛色（果実等級）

施肥量を一定とし，土壌型別の無機態窒素発現パターン

を比較した場合∴土壌動こより発現パターンの違いが明ら

かとなった。土壌型別の果実の着色の傾向と，発現′ヾター

ンを比較すると，特に生育後期の発現のしかたが果実の占

色に影響を与えていることが指摘された。

施肥鼻を変えた場合の無機態零素発現の変化については．

細粒灰色低地上では窒素施用最の増加が生育全般を適して

の－l二壌巾無機態零素含有量の増加につながったが．他の土

壌型では判然としなかった。

しかし，施肥量を変えることで果実の着色に影響がみら

れ．着色（果実等級）が最も良い施肥f副ま1二壌型により異
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なった。

各土壌型の上機中無機態窒素発現パターン．施肥軌こよ

る果実の着色（果実等級）への影響は次のとおりであった。

①表層腐植質窯ポク土は，生育初期に急激な窒素発現が

みられ，その後生育中期から発現レベルが低くなる傾向に

あった。しかし従来から考えられていた黒ポク土壌の窒素

発現ノ1ターンとは異なる傾向にあり，その理由については

明らかでなかった。

3か年を通じて，窒素15kg／10a施用で秀品率が高く着

色は最も優れた。このような土壌の適正な窒素施肥星は15

kg／10a程度と考えられた。

②中粗粒灰色台地十では．彗素4．8kg／10a施用の場合

で3か年を通じ優品が多かった。後期まで窒素発現が続く
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パターンを示す土壌型では，これ以上の増肥をしても果実

の着色は向上せず，むしろ低下すると考えられた。

③礫質灰色低地土は，窒素5kg／10a施用で3か年を通

じ秀品率が最も高かった。土壌中無機態窒素の発現は後期

になるとほとんど認められなくなる傾向にあった。施肥塁

による発現パターンの変化と着色の向上との関連は判然と
しなかった。

④細粒灰色低地土では1987～1988年は窒素3．4kg／10a
施用が，優品以上まで含めた場合では最も優れた。これは

②と同様に生育後期でも引き続き発現が認められており．

増肥することで更にこの傾向が高まったためと思われる。

しかし，1989年では慣行区は春施肥を行い，基肥を含め

増肥となったためか果実等級は劣った。
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図1年次別の果実等級割合

（3）施肥局と生酉反応

新消長と秋期の施肥嵐とには明らかな傾向はみられず，

判然としなかった。葉色は中粗拉灰色台地⊥－細粒妖色低

地土では施肥愚に応じ濃く推移する傾向にあったが，他の

土壌型では判然としなかった。

4　ま　　と　　め

秋期の施肥樋と土壌中無機態窒素の発現との関係は，細

粒灰色低地土以外の土壌型では明らかな傾向はみられなかっ

た。しかし土壌型により窒素発現′ヾターンに違いがみられ

たため．果実の着色の傾向と関連づけた場合．生育後期の

秀　　　　優　　　　良

（凱細粒灰色低地土

窒素発現が着色に悪影響を及ぼしていると考えられた。

表層腐植質男ポク土は生育中期より窒素発現が低レベル

で推移する傾向にある。窒素15kg／10aの施用量で最も着

色（果実等級）が優れた。

中粗粒灰色台地土，細粒灰色低地土では後期にも窒素発

現が続く傾向にあり，これらの土壌は窒素5kg／10a程度

の施用で最も着色が優れた。

礫質灰色低地土は後期にはほとんど発現がみられなくな

る傾向にある。窒素5kg／10aの施用量で最も着色が優れ

た。
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